
第５次亀岡市総合計画　進行管理調書
主管室・部/課/係 室・部 まちづくり推進部 課 都市整備課 係 公園緑地係

担当者 塩見　成晃 直通 ２５－５０７１ 内線 3332

②事業No.事業名 252．亀岡運動公園長寿命化対策事業
事業実施
期　　間

R3 ～ R7

③新規・継続 継続 ④事業区分 補助 国補助率 ５０％ 府補助率 -

⑤広域連携の取組
(該当する場合はチェック)

⑥事業が目指すＳＤＧｓの目標

⑦事業の概要及び目的

⑧活動指標（アウトプット指標）

取組 事業費（円） （活動）指標値

達成度 100 ％
達成度（R3年度～R7年度累積） 20 ％

達成度 80 ％
達成度（R3年度～R7年度累積） 36 ％

達成度 100 ％
達成度（R3年度～R7年度累積） 60 ％

達成度 60 ％
達成度（R3年度～R7年度累積） 72 ％

達成度 ％
達成度（R3年度～R7年度累積） ％

①整理番号 章 5 節 3 具体的施策№ 施策名 □⃣２７．施設の適切な維持管理①

○ ○

　亀岡運動公園については、体育館や陸上競技場などの各施設の老朽化が進んでいる状況です。
　公園施設については、安全性の確保が重要な責務であると共に、憩いの場として提供するために、都市公園施設長寿命化計画を基に、
公園施設の計画的な更新を進め、住み続けられるまちづくりに向けた取組を進めます。

R3

計
画

公園施設長寿命化計画に基づいた公園施設の更新・修繕 30,000,000 整備率

実
績

亀岡運動公園野球場排水設備等更新 30,000,000 整備率

R4

計
画

公園施設長寿命化計画に基づいた公園施設の更新・修繕 50,000,000 整備率

実
績

亀岡運動公園給水管等改修工事
亀岡運動公園井戸水ポンプ改修工事

40,065,900 整備率

R5

計
画

公園施設長寿命化計画に基づいた公園施設の更新・修繕 33,000,000 整備率

実
績

亀岡運動公園プールろ過制御盤等更新工事 32,780,000 整備率

R6

計
画

公園施設長寿命化計画に基づいた公園施設の更新・修繕 142,500,000 整備率

実
績

亀岡運動公園プール起流ポンプ更新工事、亀岡運動公園プール起流ポンプ循環配管改修
工事、亀岡運動公園放送設備改修工事、亀岡運動公園プール受水槽加圧ポンプ修繕

87,189,000 整備率

R7

計
画

公園施設長寿命化計画に基づいた公園施設の更新・修繕 60,000,000 整備率

実
績

亀岡運動公園プール循環配管改修工事、塗装修繕、ウォータースライダー修繕、管理棟チラー用冷
却塔ファンモータ修繕、監視室埋込型エアコン取替修繕、浄化槽設備緊急修繕、亀岡運動公園電気
設備修繕、他９件

整備率

活動指標（アウトプッ
ト指標）の具体的な考
え方

事業計画に対する事業実績を活動指標とした。



⑨成果指標（アウトカム指標）

指標 （成果）指標値

⑩達成度を上げるために工夫した点や改善した点・進行上の課題や問題点・変更した理由など

期間を
通じた目標

施設の老朽化に起因する事故の防止（事故件数０件） 事故件数０件

R3
実
績

施設の老朽化に起因する事故件数 ０件

R4
実
績

施設の老朽化に起因する事故件数 ０件

R5
実
績

施設の老朽化に起因する事故件数 ０件

R6
実
績

施設の老朽化に起因する事故件数 ０件

R7
実
績

施設の老朽化に起因する事故件数 ０件

令和7年度における達成度 　　　　　１００％

成果指標（アウトカム
指標）の具体的な考え
方

公園施設長寿命化計画を基に、公園施設の計画的な更新を進めることにより、施設の老朽化に起因する事故を未
然に防ぐ。

達成度を上げるために
工夫した点や改善した
点

進行上の課題や問題点

変更した理由

その他



第５次亀岡市総合計画　進行管理調書
主管室・部/課/係 室・部 まちづくり推進部 課 都市整備課 係 公園緑地係

担当者 山崎 菜々美／塩見 成晃／山内 彰大　 直通 ２５－５０７１ 内線 3332

②事業No.事業名 253．公園緑地管理事業　公園緑地整備事業
事業実施
期　　間

R3 ～ R7

③新規・継続 継続 ④事業区分 単独 国補助率 - 府補助率 -

⑤広域連携の取組
(該当する場合はチェック)

⑥事業が目指すＳＤＧｓの目標

⑦事業の概要及び目的

⑧活動指標（アウトプット指標）

取組 事業費（円） （活動）指標値

達成度 100 ％
達成度（R3年度～R7年度累積） 20 ％

達成度 100 ％
達成度（R3年度～R7年度累積） 40 ％

達成度 100 ％
達成度（R3年度～R7年度累積） 60 ％

達成度 100 ％
達成度（R3年度～R7年度累積） 80 ％

達成度 100 ％
達成度（R3年度～R7年度累積） 100 ％

①整理番号 章 5 節 3 具体的施策№ 施策名 □⃣２７．施設の適切な維持管理②

○ ○

　指定管理者制度により民間のノウハウを活用した公園の管理を行うことで、効率的に安心安全で快適に利用できる環境を維持すること
で、住み続けられるまちづくりに向けた取組を進めます。

R3

計
画

指定管理者制度に基づいた適切な公園の維持管理
保津川水辺公園の指定管理者選定

129,582,000 ３５公園

実
績

保津川水辺公園の指定管理者選定 129,582,000 ３５公園

R4

計
画

指定管理者制度に基づいた適切な公園の維持管理
亀岡駅北１号～４号・駅西公園の指定管理者選定

57,535,000 ３６公園

実
績

指定管理者制度に基づいた適切な公園の維持管理
亀岡駅北１号～４号・駅西公園の指定管理者選定

106,314,764 ３６公園

R5

計
画

指定管理者制度に基づいた適切な公園の維持管理
都市公園３３公園の指定管理者選定（大井町南部６公園も含めるか検討）

78,250,000 ４0公園

実
績

指定管理者制度に基づいた適切な公園の維持管理
都市公園2箇所（亀岡運動公園・さくら公園）の指定管理者選定

99,628,186 ４0公園

R6

計
画

指定管理者制度に基づいた適切な公園の維持管理
保津川水辺公園および都市公園４2箇所の指定管理者の選定

101,600,000 40公園

実
績

指定管理者制度に基づいた適切な公園の維持管理
保津川水辺公園および都市公園４2箇所の指定管理者の選定

105,464,000 40公園

R7

計
画

指定管理者制度に基づいた適切な公園の維持管理 97,142,000 ４９公園

実
績

指定管理者制度に基づいた適切な公園の維持管理 97,142,000 ４９公園

活動指標（アウトプッ
ト指標）の具体的な考
え方

指定管理者制度による公園数を活動指標とした。



⑨成果指標（アウトカム指標）

指標 （成果）指標値

⑩達成度を上げるために工夫した点や改善した点・進行上の課題や問題点・変更した理由など

期間を
通じた目標

維持管理不足に起因する事故の防止（事故件数０件） 事故件数０件

R3
実
績

維持管理不足に起因する事故件数 ０件

R4
実
績

維持管理不足に起因する事故件数 ０件

R5
実
績

維持管理不足に起因する事故件数 1件
(野条公園)

R6
実
績

維持管理不足に起因する事故件数 1件
(亀岡運動公園プール)

R7
実
績

維持管理不足に起因する事故件数 ０件

令和7年度における達成度 　　　　　１００％

成果指標（アウトカム
指標）の具体的な考え
方

指定管理者制度に基づき、適切な公園の管理を行うことで、維持管理不足に起因する事故を未然に防ぐ。

達成度を上げるために
工夫した点や改善した
点

進行上の課題や問題点

変更した理由

その他



第５次亀岡市総合計画　進行管理調書
主管室・部/課/係 室・部 まちづくり推進部 課 都市整備課 係 公園緑地係

担当者 山内　彰大 直通 ２５－５０７１ 内線 3332

②事業No.事業名 254．開発公園巡回点検　亀岡市開発公園整備事業補助金
事業実施
期　　間

R3 ～ R7

③新規・継続 継続 ④事業区分 単独 国補助率 - 府補助率 -

⑤広域連携の取組
(該当する場合はチェック)

⑥事業が目指すＳＤＧｓの目標

⑦事業の概要及び目的

⑧活動指標（アウトプット指標）

取組 事業費（円） （活動）指標値

達成度 100 ％
達成度（R3年度～R7年度累積） 20 ％

達成度 88 ％
達成度（R3年度～R7年度累積） 37 ％

達成度 100 ％
達成度（R3年度～R7年度累積） 57 ％

達成度 100 ％
達成度（R3年度～R7年度累積） 77 ％

達成度 100 ％
達成度（R3年度～R7年度累積） 97 ％

①整理番号 章 5 節 3 具体的施策№ 施策名 □⃣２７．施設の適切な維持管理③

○ ○

　開発行為により設置された公園については、地元自治会等で日常管理を実施されており、市においても、上半期・下半期に遊具等の公園施設の点検を実
施し、経年劣化した遊具の早期発見に努め、遊具の劣化・損傷による事故の発生を未然に防ぎます。
　また、住民の憩いの場である公園施設について、利用促進と危険防止を図るため、自治会等が行う公園整備事業に要する経費について、亀岡市開発公園
整備事業補助金交付要綱等に基づき、予算の範囲内において補助金を交付し、地域住民の経費負担の軽減を図り、住み続けられるまちづくりに向けた取組
を進めます。

R3

計
画

①開発公園の４半期毎の点検
②亀岡市開発公園整備事業補助金の交付

1,000,000
①　　年４回

②　１００％（事業採択/事業申請）

実
績

①開発公園の４半期毎の点検
②亀岡市開発公園整備事業補助金の交付

1,319,000
①   年４回
②　１００％

R4

計
画

①開発公園の４半期毎の点検
②亀岡市開発公園整備事業補助金の交付

1,000,000
①　　年４回

②　１００％（事業採択/事業申請）

実
績

①開発公園の４半期毎の点検
②亀岡市開発公園整備事業補助金の交付

2,352,000
①　　年３回
②　１００％

R5

計
画

①開発公園の上半期、下半期の点検
②亀岡市開発公園整備事業補助金の交付

1,000,000
①　　年２回

②　１００％（事業採択/事業申請）

実
績

①開発公園の上半期、下半期の点検
②亀岡市開発公園整備事業補助金の交付

2,765,000
①　　年２回

②　１００％（事業採択/事業申請）

R6

計
画

①開発公園の上半期、下半期の点検
②亀岡市開発公園整備事業補助金の交付

1,000,000
①　　年２回

②　１００％（事業採択/事業申請）

実
績

①開発公園の上半期、下半期の点検
②亀岡市開発公園整備事業補助金の交付

2,816,000
①　　年２回

②　１００％（事業採択/事業申請）

R7

計
画

①開発公園の上半期、下半期の点検
②亀岡市開発公園整備事業補助金の交付

1,000,000
①　　年２回

②　１００％（事業採択/事業申請）

実
績

①開発公園の上半期、下半期の点検
②亀岡市開発公園整備事業補助金の交付

1,731,000
①　　年２回

②　１００％（事業採択/事業申請）

活動指標（アウトプット
指標）の具体的な考え
方

点検回数、申請に対する亀岡市開発公園整備事業補助金申請に対する採択率



⑨成果指標（アウトカム指標）

指標 （成果）指標値

⑩達成度を上げるために工夫した点や改善した点・進行上の課題や問題点・変更した理由など

期間を
通じた目標

公園遊具の劣化・損傷による事故の防止（事故件数０件） 事故件数０件

R3
実
績

公園遊具の劣化・損傷による事故件数 ０件

R4
実
績

公園遊具の劣化・損傷による事故件数 ０件

R5
実
績

公園遊具の劣化・損傷による事故件数 ０件

R6
実
績

公園遊具の劣化・損傷による事故件数 ０件

R7
実
績

公園遊具の劣化・損傷による事故件数 ０件

令和7年度における達成度 　　　　　１００％

成果指標（アウトカム
指標）の具体的な考え
方

開発公園施設の定期的な点検や亀岡市開発公園整備業による補助を行うことにより、公園遊具等の劣化による事故
を未然に防ぐ。

達成度を上げるために工
夫した点や改善した点

進行上の課題や問題点

変更した理由
【R4】これまでの点検結果の実績から、公園利用者が増える夏休み前の上半期（６月）及び冬休み前の下半期（１
２月）の年2回の点検とし、効率よく点検を行うこととしました。

その他



第５次亀岡市総合計画　進行管理調書
主管室・部/課/係 室・部 まちづくり推進部 課 桂川・道路交通課 係 広域事業・交通係

担当者 伏木　智人 直通 25-5070 内線 3372

②事業No.事業名 329.公共交通の利便性向上
事業実施
期　　間

R3 ～ R7

③新規・継続 継続 ④事業区分 一部補助 国補助率 - 府補助率 50％

⑤広域連携の取組
(該当する場合はチェック)

⑥事業が目指すＳＤＧｓの目標

⑦事業の概要及び目的

⑧活動指標（アウトプット指標）

取組 事業費（円） （活動）指標値

達成度 100 ％
達成度（R3年度～R7年度累積） 20 ％

達成度 100 ％
達成度（R3年度～R7年度累積） 40 ％

達成度 100 ％
達成度（R3年度～R7年度累積） 60 ％

達成度 100 ％
達成度（R3年度～R7年度累積） 80 ％

達成度 100 ％
達成度（R3年度～R7年度累積） 100 ％

①整理番号 章 7 節 2 具体的施策№ 施策名
□⃣13.まちづくりと一体となった総合的な公共交通ネットワークの形成

□⃣14.地域の協働と連携で支え合う公共交通体系の構築
□⃣15．モーダルシフト推進による公共交通の利用推進

○ ○

地域活性化への貢献や観光振興による交流人口の拡大を促進できる総合的な公共交通ネットワークの形成を推進します。
人口減少や高齢化が進む中、公共交通空白地域を解消し、地域主体型交通の導入を促進するなど、地域住民、交通事業者、行政が協働し、需要と運行の
バランスのとれた持続可能で交通弱者に配慮した公共交通体系の構築に努めます。
環境負荷の軽減や健康、経済的側面からもモーダルシフト（環境負荷の低い輸送・移動手段への切り替え）を推進し、公共交通の利用促進に努めます。

R3

計
画

①JRのダイヤ改正に合わせコミュニティバス・ふるさとバスのダイヤ改正
②地域住民が主体となって運行する地域主体型交通に対する支援の実施
③小学校における交通環境学習の実施

120,399,000
①ダイヤ改正年１回

②支援団体との協議・調整
③年１校以上

実
績

①JRのダイヤ改正に合わせコミュニティバス・ふるさとバスのダイヤ改正コミュニティバス・ふるさとバスのダイヤ改正
②地域住民が主体となって運行する地域主体型交通に対する支援の実施
③小学校における交通環境学習の実施

117,493,217
①年１回実施

②支援：１団体、協議・調整：３団体
③年１校実施

R4

計
画

①JRのダイヤ改正に合わせコミュニティバス・ふるさとバスのダイヤ改正
②地域住民が主体となって運行する地域主体型交通に対する支援の実施
③小学校における交通環境学習の実施

166,798,000
①ダイヤ改正年１回

②支援団体との協議・調整
③年１校以上

実
績

①JRのダイヤ改正に合わせコミュニティバス・ふるさとバスのダイヤ改正コミュニティバス・ふるさとバスのダイヤ改正
②地域住民が主体となって運行する地域主体型交通に対する支援の実施
③小学校における交通環境学習の実施

157,963,053
①年１回実施
②支援：4団体
③年１校実施

R5

計
画

①JRのダイヤ改正に合わせコミュニティバス・ふるさとバスのダイヤ改正
②地域住民が主体となって運行する地域主体型交通に対する支援の実施
③小学校における交通環境学習の実施

150,483,000
①ダイヤ改正年１回

②支援団体との協議・調整
③年１校以上

実
績

①JRのダイヤ改正に合わせコミュニティバス・ふるさとバスのダイヤ改正
②地域住民が主体となって運行する地域主体型交通に対する支援の実施
③小学校における交通環境学習の実施

139,802,498
①年１回実施

②支援：4団体、協議：1団体
③年１校実施

R6

計
画

①JRのダイヤ改正に合わせコミュニティバス・ふるさとバスのダイヤ改正
②地域住民が主体となって運行する地域主体型交通に対する支援の実施
③小学校における交通環境学習の実施

143,059,000
①ダイヤ改正年１回

②支援団体との協議・調整
③年１校以上

実
績

①JRのダイヤ改正に合わせコミュニティバス・ふるさとバスのダイヤ改正
②地域住民が主体となって運行する地域主体型交通に対する支援の実施
③小学校における交通環境学習の実施

141,558,428
①年１回実施
②支援：５団体
③年１校実施

R7

計
画

①JRのダイヤ改正に合わせコミュニティバス・ふるさとバスのダイヤ改正
②地域住民が主体となって運行する地域主体型交通に対する支援の実施
③小学校における交通環境学習の実施

159,525,000
①ダイヤ改正年１回

②支援団体との協議・調整
③年１校以上

実
績

①JRのダイヤ改正に合わせコミュニティバス・ふるさとバスのダイヤ改正
②地域住民が主体となって運行する地域主体型交通に対する支援の実施
③小学校における交通環境学習の実施

161,062,346
①年１回実施
②支援：５団体

③年２校実施

活動指標（アウトプッ
ト指標）の具体的な考
え方

総合的な交通ネットワーク形成するためにJR駅との接続を考慮したダイヤ改正を適宜図る必要がある。
公共交通空白地域を解消し、地域公共交通を確保・維持していくため、地域住民と協働することが持続可能な公共交通体系の構築につながるため、地域主体型交通
に対する支援が必要である。
環境にやさしい交通行動への転換を推進するため、市民に対して環境に関する情報提供や車社会から公共交通への利用転換を促す働きかけを推進する。



⑨成果指標（アウトカム指標）

指標 （成果）指標値

⑩達成度を上げるために工夫した点や改善した点・進行上の課題や問題点・変更した理由など

期間を
通じた目標

コミュニティバス・ふるさとバス利用者数
地域主体型交通の支援・協議団体数

225,000人以上
支援：５団体以上

R3
実
績

コミュニティバス・ふるさとバス利用者数の維持
地域主体型交通の支援・協議団体数

171,639人
支援：１団体、協議・調整：３団体

R4
実
績

コミュニティバス・ふるさとバス利用者数の維持
地域主体型交通の支援・協議団体数

192,893人
支援：４団体

R5
実
績

コミュニティバス・ふるさとバス利用者数の維持
地域主体型交通の支援・協議団体数

206,934人
支援：４団体、協議：1団体

R6
実
績

コミュニティバス・ふるさとバス利用者数の維持
地域主体型交通の支援・協議団体数

223,049人
支援：5団体

R7
実
績

コミュニティバス・ふるさとバス利用者数の維持
地域主体型交通の支援・協議団体数

218,101人
支援：5団体

令和7年度における達成度 　　　　　９６．９％

成果指標（アウトカム
指標）の具体的な考え
方

バス交通関連経費の大部分を占めるふるさとバス、コミュニティバスの利用者とする。
（新型コロナウイルス感染症拡大前の令和元年度実績225,127人を目標とする。）
公共交通が乏しい市内周辺部において、日常の生活交通を支える地域主体型交通の５団体以上の実施が望ましい。

達成度を上げるために
工夫した点や改善した
点

(R3)

・ふるさとバス別院コースの一部区間でフリー乗降を追加実施した。
・地域主体型交通を促進するため、「亀岡市交通空白地等地域生活交通事業補助金交付要綱」を一部改正した。
・バス交通の利用促進や市内交通渋滞緩和のため、市民ノーマイカーDayを5日間実施した。
(R4)

・バス交通の利用促進や市内交通渋滞緩和のため、市民ノーマイカーDayを18日間実施した。

進行上の課題や問題点 （R3)公共交通の利用者数は、人口減少や新型コロナウイルス感染症の影響等の社会情勢に大きく左右される。

変更した理由

その他



第５次亀岡市総合計画　進行管理調書
主管室・部/課/係 室・部 まちづくり推進部 課 建築住宅課 係 住宅空家対策係

担当者 石橋　香織 直通 ０７７１－56－8520 内線 3396

②事業No.事業名 357.管理不適切な空き家への対応
事業実施
期　　間

Ｒ３ ～ R7

③新規・継続 継続 ④事業区分 単独 国補助率 - 府補助率 -

⑤広域連携の取組
(該当する場合はチェック)

⑥事業が目指すＳＤＧｓの目標

⑦事業の概要及び目的

⑧活動指標（アウトプット指標）

取組 事業費（円） （活動）指標値

達成度 100 ％
達成度（R3年度～R7年度累積） 20 ％

達成度 100 ％
達成度（R3年度～R7年度累積） 40 ％

達成度 100 ％
達成度（R3年度～R7年度累積） 60 ％

達成度 65 ％
達成度（R3年度～R7年度累積） 73 ％

達成度 30 ％
達成度（R3年度～R7年度累積） 88 ％

①整理番号 章 7 節 5 具体的施策№ 施策名 4 ⃣40.管理不適切な空き家への対応

○

「空家等対策の推進に関する特別措置法」に基づき、空き家の適切な管理の促進・啓発に努めます。

R3

計
画

空き家実地調査件数 - 20件

実
績

空き家実地調査件数 - 22件

R4

計
画

空き家実地調査件数 - 20件

実
績

空き家実地調査件数 - 24件

R5

計
画

空き家実地調査件数 - 20件

実
績

空き家実地調査件数 - 2３件

R6

計
画

空き家実地調査件数 - 20件

実
績

空き家実地調査件数 - 1３件

R7

計
画

空き家実地調査件数 - 20件

実
績

空き家実地調査件数 - 6件

活動指標（アウトプッ
ト指標）の具体的な考
え方

市民から寄せられる空き家の相談件数を、定量的な活動指標とする。



⑨成果指標（アウトカム指標）

指標 （成果）指標値

⑩達成度を上げるために工夫した点や改善した点・進行上の課題や問題点・変更した理由など

期間を
通じた目標

適切な管理を要するとした空き家のうち、所有者等により対応がなされた空き家の割
合

５５．０％以上

R3
実
績

適切な管理を要するとした空き家のうち、所有者等により対応がなされた空き家の割
合

７２．７３％

R4
実
績

適切な管理を要するとした空き家のうち、所有者等により対応がなされた空き家の割
合

７２．２２％

R5
実
績

適切な管理を要するとした空き家のうち、所有者等により対応がなされた空き家の割
合

７５．００％

R6
実
績

適切な管理を要するとした空き家のうち、所有者等により対応がなされた空き家の割
合

80.95％

R7
実
績

適切な管理を要するとした空き家のうち、所有者等により対応がなされた空き家の割
合

80.76％

令和7年度における達成度 　100％

成果指標（アウトカム
指標）の具体的な考え
方

当該事業の目的が達成されるためには所有者等により空き家の適正な維持管理がなされることが必要であり、現地
調査を実施し、適切な管理を要するとした空き家のうち、所有者等により対応がなされた空き家の割合を定量的な
成果指標とする。

達成度を上げるために
工夫した点や改善した
点

(R3)民間業者と協定を締結し、当該業者が蓄積する他市の事例等を参考に通知等を発送した。

進行上の課題や問題点

変更した理由

その他



第５次亀岡市総合計画　進行管理調書
主管室・部/課/係 室・部 まちづくり推進部 課 建築住宅課 係 住宅空家対策係

担当者 剛谷　将伍 直通 0771(56)8520 内線 3396

②事業No.事業名 358.空き家・空き地バンクの運用事業
事業実施
期　　間

R3 ～ R7

③新規・継続 継続 ④事業区分 単独 国補助率 - 府補助率 -

⑤広域連携の取組
(該当する場合はチェック)

⑥事業が目指すＳＤＧｓの目標

⑦事業の概要及び目的

⑧活動指標（アウトプット指標）

取組 事業費（円） （活動）指標値

達成度 100 ％
達成度（R3年度～R7年度累積） 20 ％

達成度 100 ％
達成度（R3年度～R7年度累積） 40 ％

達成度 100 ％
達成度（R3年度～R7年度累積） 60 ％

達成度 100 ％
達成度（R3年度～R7年度累積） 80 ％

達成度 100 ％
達成度（R3年度～R7年度累積） 100 ％

①整理番号 章 7 節 5 具体的施策№ 施策名 □⃣41.空き家の利活用の促進①

○ ○

移住・定住促進のため、空き家・空き地の所有者と利用希望者をマッチングする空き家・空き地バンクを積極的に運用することで、空き
家等の利活用を推進する。

R3

計
画

空き家・空き地バンクの運用 38,357,000 新規登録件数　20件

実
績

空き家・空き地バンクの運用 56,546,000 新規登録件数　42件

R4

計
画

空き家・空き地バンクの運用 39,021,000 新規登録件数　20件

実
績

空き家・空き地バンクの運用 36,202,880 新規登録件数　40件

R5

計
画

空き家・空き地バンクの運用 42,313,000 新規登録件数　20件

実
績

空き家・空き地バンクの運用 38,115,150 新規登録件数　41件

R6

計
画

空き家・空き地バンクの運用 36,473,000 新規登録件数　20件

実
績

空き家・空き地バンクの運用 31,364,840 新規登録件数　34件

R7

計
画

空き家・空き地バンクの運用 35,673,000 新規登録件数　20件

実
績

空き家・空き地バンクの運用 24,232,000 新規登録件数　39件

活動指標（アウトプッ
ト指標）の具体的な考
え方

充実した空き家空き地バンク制度を運用することで、移住検討者の様々なニーズに対応した居住地等の提供につ
ながることから、バンク登録件数を活動指標とする。



⑨成果指標（アウトカム指標）

指標 （成果）指標値

⑩達成度を上げるために工夫した点や改善した点・進行上の課題や問題点・変更した理由など

期間を
通じた目標

空き家・空き地バンク登録物件のマッチング数 マッチング数　10件

R3
実
績

空き家・空き地バンク登録物件のマッチング数 マッチング数　16件

R4
実
績

空き家・空き地バンク登録物件のマッチング数 マッチング数　23件

R5
実
績

空き家・空き地バンク登録物件のマッチング数 マッチング数　25件

R6
実
績

空き家・空き地バンク登録物件のマッチング数 マッチング数　28件

R7
実
績

空き家・空き地バンク登録物件のマッチング数 マッチング数　20件

令和7年度における達成度 　　　100％

成果指標（アウトカム
指標）の具体的な考え
方

当事業の目的は、本市内の空き家・空き地の利活用及び、本市への移住者を増やすことであるため、空き家・空
き地バンク登録物件のマッチング数を成果指標とする。

達成度を上げるために
工夫した点や改善した
点

（R3)自治会やNPO団体、各種関係機関等と「空き家発掘」や「空き家利活用」などをテーマとした情報交換会
を実施し、空き家・空き地バンク運用の充実を図った。

進行上の課題や問題点 （R3)移住・定住担当職員が2名であるため、全ての要望に対してきめ細やかな対応ができない部分があった。

変更した理由

その他


